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佗)解析手法
重回帰分析を行い重相関関係数,ダービン・ フトツン比,

葉タバコの収量算出法は単位面積の全葉収穫や全株幹刈  AIC基準 (AlC基準―n× 1。 go σ+2× ρ (n:データ

を行い算出することが理想であるが,収穫及び調整 (葉分  数σ:残差平方和の平均 n:P:回 帰係数の数))を算出

け・葉編み・葉もぎ)作業の労力や乾燥場所の確保等の問  した。
題が生じ,実施は困難になってきている。また,葉タバコ

の生育時の見込み収量は経験から推定しているが実状であ
3 試験結果及び考察

る。そのため,生育量と積算気温から収量を算出する簡易   0)バ ーレー種 (みちのく1号 )
な方法の検討が必要である。そこで,当該年次の生育デー   植付30日後では幹丈,葉長,葉幅と6月 の積算気温との

夕と気象の相関を検討し重回帰分析を行い時期別に収量予  それぞれの組み合わせの場合,植付60日数では葉数,葉幅

測モデル式を構築した。 と6+7月 の積算気温とのそれぞれの組み合わせの場合の

重相関係数が高く,ダービン・ワシントン比が 2に近かっ

た。さらに,AIC基準は植付30日 後では葉長と6月 の積

算気温,植付60日後で葉数と6+7月 の積算気温のそれぞ

2試 験 方 法

(1)使用データ

1983～1993年の福島県たばこ試験場作況試験圃場の初期  れの組み合わせが最小で,これらの組み合わせが収量予測

生育データ (幹丈,葉数,最大葉の葉長・葉幅),開花期  回帰モデルの説明変数として最適と考えられる。また,こ

生育データ (幹丈,葉数,最大葉の葉長・葉幅)及び積算  れらの組み合わせを説明変数とした収量予測回帰モデル式

気温 (6月 ,7月 ,6+7月 )を説明変数として収量を予  から得られる収量予測値の当年比は,植付30日後では86～

測因子とした。 109%,植付60日後では,93～ 107%の範囲内だった。

表 1 バーレー種 (みちのく1号)の収量を予測因子とした重回帰分析及び収量予測回帰モデル式

1 は じ め に

幹 丈    T1    0 80    0 39    60 7   ①Y【 =-3759+1 78Xl+050X,

植付30日後  葉 長    T1    0 85    0 99    57 2   ②Yl=-3171+4 95Xl+013X2

説 明 変 数    重相関  ダービン・  全
19     

収量予測回帰モデル式
xl   x,  係 数  ワトツン比  基 準

葉 幅   T1    0 83   2 60   58 2  ③Yl-18145■ 1127X!-036X2

植付∞日後糞亀 耽 織 維 脚 811誹謡二:"11肘鐙
注 1)Tl:6月 の積算気温 T,:6+7月 の積算気温 Yl:収量
2)葉長及び葉幅は最大葉の値

表 2 第 2在来 (松川関東)の収量を予測因子とした重回帰分析及び収量予測回帰モデル式

説 明 変 数    重相関  ダービン・  全
19     

収量予測回帰モデル式
x,   x,  係 数  ワトツン比  基 準

植付30日後  葉 数    T,    0 80    0 17    52 1   ⑥Y2--22512+1 16Xl+071X,

植付∞日後憂[ 1  }結  1男  請1 81三二猟:誌]機嘲濫逍
注 1)Tl:6月 の積算気温 T,:6+7月 の積算気温 Y2:収量
2)葉長及び葉幅は最大葉の値
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表3 収量予測回帰モデル式から得られた予測収量 (kg/10a)の当年比 (%)

第 2在来 (松川関東)パーレー種 (み ちのく1号 )
年

式―② 式―④ 実測収量 式―⑥ 式―⑦ 実測収量

(%)(%)(%)(%) (kg/10a)

2430

2646

222 7

2544

3268

2869

2432

2696

(kg/10a)

1685

1288

1520

2■ 0

1620

1570

1567

2252

1983

1984

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1992

1993

86

109

109

91

94

100

102

97

97

97

100

100

93

107

107

95

105

101

1“

88

114

97

95

75

113

120

97

91

88

96

113

71

0)第 2在来 (松川関東)
植付30日後では葉数と6月 の積算気温との組み合わせの

場合,植付60日後では葉長,葉幅と6+7月 の積算気温と

のそれぞれの組み合わせの場合の重相関係数が高く,ダー

ビン・ ワトツン比が 2に近かった。AIC基準は植付30日

後では葉数と6月 の積算気温で521,植付60日後では葉長

と6+7月 の積算気温の組み合わせが最小で,それぞれの

組み合わせが収量回帰モデルの説明変数として最適と考え

られる。また,こ れらの組み合わせを説明変数とした収量

予測回帰モデル式から得られた収量予測値の当年比は植付

30日後では75～ 114%,植付60日後では71～120%の範囲内

だった。

4 ま と め

簡易収量調査法として生育項目と積算気温による算出法

を検討した結果,バーレー種 (み ちのく1号)では植付30

日後の最大葉長と6月 の積算気温,植付60日後の葉数と6

月+7月 の積算気温より,第 2在来 (松川関東)では植付

30日後の葉数と6月 の積算気温,植付60日後の最大葉長と

6月 +7月 の積算気温より収量はとらえることができると

考えられる。今後,時期別の生育量について統計的手法で

生育に連続性を付加し,予測することが可能であると考え

られる。また,予測の精度向上のためには,因子探索,予

測地域の拡大等の検討が必要であろう。
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